
















 

脊椎および脊椎管内の病変によって起る、小児パラプレジヤの早期診断は近年毒性のきわ

めて僅小な水溶性造影剤である Metrizamide による。Myelogaphy や、CT scan により容易

にかつ正確になされるようになり、原疾患に対する早期治療も積極的に行われるようにな

ってきたが、残念ながら我々の施設におくられてくるまでにかなりの時間を経過した症例

も少からずあり、子供をもつ両親へのPR も重要であることを痛感している。前回 53 年度

の報告にいきつづいて我々が経験した症例について検討した結果をのべる。 


